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 上牧第三小学校の特徴の一つは、    です。運動場の芝生

は、どうやってきれいな状態を維持しているのでしょうか？ 

 実は、夏に目土入れ（砂と苗と肥料）をして、秋には冬芝の種

まきと肥料やりをして、毎年芝を育て、維持しているのです。 

 そして、その作業をしてくださっているのが、地域のサッカー

チーム（FC パシオン）の子どもたちとその関係者の方々です。 

 毎年、とても居心地のいい芝生をありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年度に、校舎と体育館の     が一新されました。

しかしながら、コロナ禍ということで、トイレは使用するものの、

児童によるトイレの掃除はできない状態が、今も続いています。 

 では、学校のトイレ掃除は一体どうなっているのでしょうか？ 

 実は、町のシルバー人材センターの方 （々田中さん、善積さん、

狩田さん、中西さん）が、毎日午後３時～午後５時の間来校して、

トイレと手洗いの掃除や校内の消毒をしてくださっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつも学校の職員玄関には、美しい    が飾られ、学校を

華やかにするとともに、季節を感じさせてくれています。その

花々は、一体どこからやってくるのでしょうか？ 

 実は、地域の方（外川さん）が、ご自宅で大切に育てている季

節の花々を、子どもたちのためにと分けてくださっているのです。 

 いつも、明るい雰囲気にしていただきありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よく伸びる雑草、でもいつの間にか無くなっています。先日は、

学年園のまわりの雑草がきれいに取り除かれ、とてもすっきりと

していました。どうして雑草が消えるのでしょうか？ 

 実は、ゴミ０の日に合わせて、学校・地域パートナシップ事業

のボランティアの方々が、雑草取り等、         を定

期的にきれいにしてくださっています。 
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今年の６月５日に、創立２６周年を迎えた上牧第三小学校ですが、来校される方から、よく「きれいな学校ですね。」と褒めていた

だきます。大変うれしいかぎりです。もちろん日々学校で生活をしている子どもたちや教職員が、大事に使ったり、掃除をしたりし

ていることもありますが、その他にも、多くの方々に支えられているからこそ、いつまでもきれいな学校なのです。 


